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 論文内容要・皆
 新生児が成人に比して出血性疾患になり易ぐ,未熟児程その傾向が強い事鵜血管壁の不全と
 血液の凝固性の不足に原因するといわれている。
 私はこの新生児の血管壁不全がどのような理由で,どの程度に寿こるかを,電子顕微鏡学的に,
 又臨床的に観察した。
 先づ昭和56年5月より昭和3ア年4月までの間に・東北大学産婦人科で出生した新生児のう
 ち50σ例について,陰圧吸引法によ9てその皮膚毛細血管抵抗を調べた。
 即ち佐藤式紫斑計の吸角を新生児の鎖骨下窩にあて7一定の陰性を1分間作用させ,数分後に
 その中央部の直径1躍の円内に点状溢血斑を1～2個生ずる最小陰圧を皮膚毛細血管抵抗値とし
 て測定したがン新生児の生下時体重と皮膚毛細血管抵抗値との間に正の相関々係をみた。そして
 500例中247例は500既Hg以上の値を示した鵜20肱鋤Hg以下の'もののうち71.6
 %は未熟児鳩100襯Hg以下のもρはすべて未熟児であった。又在胎週数との間にも略々正
 の相関々係をみた。そして在胎57週以下では200襯Hg以下が52例中50例(5Z7%)あ
 った。早産未熟児では29例中27例(95・1%)が200η寵Hg以下であったが,満期産未熟
 児では27例中16例(595%)が20e下灘H9以下を示b生干時体重の等しい時は在胎週
 数の少い程皮膚毛細血管抵抗値は少なかった。又性別による皮膚毛細血管抵抗値の相違はみられ
 なかったb分娩所要時間との聞に一定の関係はみられなかった。妊娠中毒症母体よりの新生児
 はマ27例あったが,対照よ診や玉血管抵抗は減弱していた。又生後数日間の皮膚毛細血管抵抗
 値の変動をみたカ～著しい変動傾向がみられなかった。皮膚毛細血管抵抗値の低い未熟児19例
 に出生当日よりcor七i80neを毎日12、5幣筋注をした所9例にその上昇をみた。
 次に在胎18日から生後4ヵ月にわたる各期の白鼠の脳毛細血管を電子顕微鏡的に観察して,
 その未熟性や出血傾向を形態学的に追求した。試料はMethacry■ate又はEPOn混合液で包
 埋し・10%酪酸Ura且y■水熔液で染色を行い,直接倍率5000～2500倍で鏡検した。
 生後4カ月即ち成熟白鼠に於ては,一般に内皮細胞はうすもその電子密度高もpa■adel
 の顆粒や小胞体、Mi七〇ChOndriaは可成り多くみられ,内皮細胞接合部は特に電子密度に富.
 み,密に接して閉鎖堤の発達は非常によく,血管腔内面妹割含なめらか鳩内皮細胞の外周とそ
む
 れに接する傍細胞の周囲は基底膜で完全にとりかこまれていた。基底膜は約700Aの厚さをも
 与層状構造がはっきりみられた。奉底膜のまわりは神経膠細胞突起が密に接し,その間に間隙
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 はみられなかった。
一
 生後10目では内皮細胞質内に顆粒,小胞体,ぬ七〇c亘。窟driaカ∫多数みられ,基底膜は約
ロ
 500Aの厚さをもち強固で層状構造を示した。
 生後春日では毛細血管内面に細胞突起が多ぐなり顆粒も多いが,小胞,MltochOndriaは
 割合少ぐ,基底膜の濃島厚さは一様でないが強固にみられた。
 そして生後1日ではMitochOnαriaや:Paladeの顆粒はや玉少くなり,閉鎖堤はよ(発
 達していた。基底膜はやふ電子密度と厚さを減じてや玉脆くなる傾向を認めた。
 在胎21日では内皮細胞質が更に厚くなり7顆粒,小胞,MitochOndriaは少くなり,血
 管内面の細胞質突起の発育は悪く,空胞化又は濃縮化したMitOChO且dria,発育の悪い閉鎖
 堤}脆い基底膜や神経膠細胞突起がみられた。
 在胎20日となると内皮細胞質は一層厚くなり,顆粒の少い疎な細胞質,密な細胞接合部,こ
 われ易い基底膜や星状膠細胞,出入の少い毛細血管内面等がみられた。
 未熟な在胎18日では,一般に内皮細胞質は非常に厚くなり,電子密度は低く,pa1&deの
 顆粒や小胞体,小胞も少ぐ,MitochOndriaは濃縮化されて数も少く,小胞体は拡大,膨張
 しているものが多かった。閉鎖堤の発育は甚だ悪く,全く認められぬ事もあった。基底膜は甚だ
 うすぐ脆弱であった。血管周囲を包む星状膠細胞突起も非常にこわれ易かった。
 未熟児の頭蓋内出血が主に無酸素症による漏出性出血であるといわれるので,種々の方法で無
 酸素症を齢こさせてその脳毛細血管をみたが,方法の差異による所見の相違は見出せなかった。
 しかし生後1日のものでは,内皮細胞内M上毛〇Cho亘d・riaの崩壊像と内皮細胞,傍細胞3神経
 膠細胞内に小胞が多数みられ,生後4日では内皮細胞,神経膠細胞内に小胞が多数存在し,小胞
 体の拡大像もみられた。
 又分娩時の腹圧の強い時や鉗子分娩等の頭蓋に対する加圧により,頭蓋内出血が薪こり易し(と
 考えられる携生後1日のものに圧縮ポンプで5騒/読25分加圧したものでは,内皮細胞の厚
 さが著しくまし,Mi七〇ChOnαriaの崩壊,小胞体の拡大と基底膜の厚さの不整がみられた。
 母鼠に在胎12日より9日間毎日Gortisone4昭筋注して21日目にとり出したものでは,
 同時期の対照群と比べてすべての要素に於て成熟白鼠に近い様相を示した。
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 審査結果の要旨
 未熟児では特別な分娩障害の存在しなかったときでも頭蓋などに出血し易いことが知られてい
 た。著者はこの出血傾向を毛細管抵抗の面から検討し・その予防法の発見を企図して以下の研究
 を行っている。
 先ず500名の新生児につき佐藤式紫班計を用いて皮膚毛細管抵抗を測定し,血管抵抗は生下
 時体重むよび在胎周数との間に正の相関があることを確認した。言た生下時体重が同じ場合には
 在胎周数が少ないほど抵抗値が低い傾向を認めた。さらに妊娠中毒症母体から生れた児は血管抵
 抗が減弱している傾向があった。血管抵抗が減弱している未熟児にeorti80neを投与すると
 低抗が強化されることを知った。
 次に白鼠の脳毛細血管を電子顕微鏡的に検索し,未熟なものは成熟なものに比べて壷内皮細胞
 全体が肥大し,細胞質の電子密度は低くPa■ade顆粒,小胞体,小胞も少(,mi七〇ChOn-
 driaは濃く7、小さく,数も少ない傾向を認めた。書た小胞体は拡大3膨脹しているものが多くシ
 閉鎖堤の発育が悪く,基底膜は薄く脆弱であった。このような未熟な毛細管ほどanoxiaに
 よる瞳害所見が著しかった。母白鼠にcO腕i60neを投与すると,娩出させたときは未熟期に1
 相当した児でも脳血管の所見は成熟期に近い所見を呈した。
 以上の成績は新生児血管の未熟性は血管抵抗の減弱の形で存在することが推定され,これが
 anoxiaなどの条件存在下に出血を招来する可能性を示唆するものである。未熟児出生が予想
 されるときには母体にOor七isoneを一与えれば,この未熟性予防が可能であり,出生後の未熟
 児にcorti80neを投与することはこの未熟性に対する治療となることを実験的に証明したも
 ので,学位授与に値するものと判定した.。
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